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法
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
法
人
税
の
額
及
び
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
所
得
地
方
法
人
税
額
並
び

に
第
五
十
三
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
法
人
税
割
額
の
合
計
額
又
は
同
法
第
六
十
八
条
の
九
十
一
第
四
項
に
規

定
す
る
法
人
税
の
額
及
び
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
所
得
地
方
法
人
税
額
並
び
に
第
五
十
三
条
第
二
十
四
項
に
規

定
す
る
法
人
税
割
額
の
合
計
額
を
超
え
る
額
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
超
え
る
金

額
（
政
令
で
定
め
る
金
額
に
限
る
。）を
当
該
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
第
一
項
（
予
定
申
告
法
人
に
係
る

も
の
を
除
く
。）、
第
四
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す

る
。

25

市
町
村
は
、
内
国
法
人
が
各
事
業
年
度
又
は
各
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
九

の
三
第
四
項
及
び
第
十
項
又
は
第
六
十
八
条
の
九
十
三
の
三
第
四
項
及
び
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
同
法
第
六
十
六
条
の
九
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
控
除
対
象

所
得
税
額
等
相
当
額
又
は
同
法
第
六
十
八
条
の
九
十
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相

当
額
の
う
ち
、
同
法
第
六
十
六
条
の
九
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
法
人
税
の
額
及
び
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
所

得
地
方
法
人
税
額
並
び
に
第
五
十
三
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
法
人
税
割
額
の
合
計
額
又
は
同
法
第
六
十
八
条

の
九
十
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
法
人
税
の
額
及
び
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
所
得
地
方
法
人
税
額
並
び
に
第

五
十
三
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
法
人
税
割
額
の
合
計
額
を
超
え
る
額
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
超
え
る
金
額
（
政
令
で
定
め
る
金
額
に
限
る
。）を
当
該
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
第
一

項
（
予
定
申
告
法
人
に
係
る
も
の
を
除
く
。）、
第
四
項
、
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
納

付
す
べ
き
法
人
税
割
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
百
二
十
一
条
の
十
一
の
二
第
一
項
中
「
条
約
（
」
を
「
租
税
条
約
（
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

第
三
百
二
十
一
条
の
十
二
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
延
滞
金
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
四
項
中
「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
期
間
（
詐
偽
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
市
町
村

民
税
を
免
れ
た
法
人
に
つ
い
て
さ
れ
た
当
該
増
額
更
正
に
よ
り
納
付
す
べ
き
市
町
村
民
税
そ
の
他
政
令
で
定
め
る

市
町
村
民
税
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
当
初
申
告
書
の
提
出
に
よ

り
納
付
す
べ
き
税
額
の
納
付
が
あ
つ
た
日
（
そ
の
日
が
第
三
百
二
十
七
条
第
一
項
の
法
人
税
額
の
課
税
標
準
の
算

定
期
間
の
末
日
の
翌
日
以
後
二
月
を
経
過
し
た
日
よ
り
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
）
か
ら
同
条
第
一
項
の
申
告

書
の
提
出
期
限
ま
で
の
期
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
延
滞
金
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中

「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
期
間
（
詐
偽
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
市
町
村
民
税
を
免
れ
た

法
人
が
第
三
百
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
提
出

し
た
修
正
申
告
書
に
係
る
市
町
村
民
税
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
市
町
村
民
税
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
期

間
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
当
初
申
告
書
の
提
出
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
納
付
が
あ
つ
た
日
（
そ
の

日
が
次
条
第
一
項
の
法
人
税
額
の
課
税
標
準
の
算
定
期
間
の
末
日
の
翌
日
以
後
二
月
を
経
過
し
た
日
よ
り
前
で
あ

る
場
合
に
は
、
同
日
）
か
ら
次
条
第
一
項
の
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
の
期
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
百
二
十
七
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

第
三
百
二
十
一
条
の
十
二
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
延
滞
金
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
四
項
中
「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
期
間
（
詐
偽
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
市
町
村

民
税
を
免
れ
た
法
人
に
つ
い
て
さ
れ
た
当
該
増
額
更
正
に
よ
り
納
付
す
べ
き
市
町
村
民
税
そ
の
他
政
令
で
定
め
る

市
町
村
民
税
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
当
初
申
告
書
の
提
出
に
よ

り
納
付
す
べ
き
税
額
の
納
付
が
あ
つ
た
日
（
そ
の
日
が
第
三
百
二
十
七
条
第
四
項
の
連
結
法
人
税
額
の
課
税
標
準

の
算
定
期
間
の
末
日
の
翌
日
以
後
二
月
を
経
過
し
た
日
よ
り
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
）
か
ら
同
条
第
四
項
の

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
の
期
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
四
項
の
延
滞
金
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中

「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
期
間
（
詐
偽
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
市
町
村
民
税
を
免
れ
た

法
人
が
第
三
百
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
提
出

し
た
修
正
申
告
書
に
係
る
市
町
村
民
税
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
市
町
村
民
税
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
期

間
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
当
初
申
告
書
の
提
出
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
納
付
が
あ
つ
た
日
（
そ
の

日
が
次
条
第
四
項
の
連
結
法
人
税
額
の
課
税
標
準
の
算
定
期
間
の
末
日
の
翌
日
以
後
二
月
を
経
過
し
た
日
よ
り
前

で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
）
か
ら
次
条
第
四
項
の
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
の
期
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
二
十
九
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
六
号
中
「
国
立
研

究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
法
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二

十
二
項
に
お
い
て
「
機
構
法
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」を
削
り
、

「
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
及
び
」
を「（
農
業
機
械
化
促
進
法
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止

前
の
農
業
機
械
化
促
進
法
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二
十
二
項
に
お
い
て
「
旧
農
業
機
械
化
促

進
法
」
と
い
う
。）第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を

除
く
。）又
は
機
構
法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る

業
務
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
及
び
直
接
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
業
務
（
旧
農
業
機
械
化
促
進
法
第
十
六

条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
（
」
に
、「
農
業
機
械
化

促
進
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）」を
「
旧
農
業
機
械
化
促
進
法
」
に
、「
供
す
る
固
定
資
産
で
」
を

「
供
し
た
も
の
に
限
る
。）で
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
農
業
災
害
補
償
法
」
を
「
農
業
保
険
法
」
に
改
め
る
。

第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
三
項
中「（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）」を
削
り
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「
農
業

機
械
化
促
進
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
機
構
法
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
」に
改
め
、「
業
務
」の
下
に「（
旧

農
業
機
械
化
促
進
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第

三
十
一
項
中
「
第
十
条
第
三
項
」
を
「
第
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
百
六
十
四
条
の
見
出
し
を「（
用
語
の
意
義
及
び
製
造
た
ば
こ
の
区
分
）」に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

製
造
た
ば
こ
の
区
分
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
製
造
た
ば
こ
代
用
品
に
係
る
製
造
た
ば
こ
の
区
分
は
、

当
該
製
造
た
ば
こ
代
用
品
の
性
状
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

喫
煙
用
の
製
造
た
ば
こ

イ

紙
巻
た
ば
こ

ロ

葉
巻
た
ば
こ

ハ

パ
イ
プ
た
ば
こ

ニ

刻
み
た
ば
こ

ホ

加
熱
式
た
ば
こ

二

か
み
用
の
製
造
た
ば
こ

三

か
ぎ
用
の
製
造
た
ば
こ

第
四
百
六
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
製
造
た
ば
こ
と
み
な
す
場
合
）

第
四
百
六
十
六
条
の
二

加
熱
式
た
ば
こ
の
喫
煙
用
具
で
あ
つ
て
加
熱
に
よ
り
蒸
気
と
な
る
グ
リ
セ
リ
ン
そ
の
他
の

物
品
又
は
こ
れ
ら
の
混
合
物
を
充
塡
し
た
も
の
（
た
ば
こ
事
業
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
社
そ
の
他
の
政

令
で
定
め
る
者
に
よ
り
売
渡
し
、
消
費
等
又
は
引
渡
し
が
さ
れ
た
も
の
及
び
輸
入
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ

の
条
及
び
次
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
特
定
加
熱
式
た
ば
こ
喫
煙
用
具
」
と
い
う
。）は
、
製
造
た
ば
こ
と
み

な
し
て
、
こ
の
節
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
特
定
加
熱
式
た
ば
こ
喫
煙
用
具
に
係
る
製
造
た

ば
こ
の
区
分
は
、
加
熱
式
た
ば
こ
と
す
る
。

第
四
百
六
十
七
条
第
一
項
中
「
消
費
等
」
の
下
に「（
第
三
項
第
三
号
イ
に
お
い
て
「
売
渡
し
等
」
と
い
う
。）」
を

加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
製
造
た
ば
こ
」
の
下
に「（
加
熱
式
た
ば
こ
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
喫
煙
用
の
紙
巻

た
ば
こ
」
を
「
紙
巻
た
ば
こ
」
に
、「
当
該
下
欄
」
を
「
同
表
の
下
欄
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
項
の
表
第

一
号
イ
中
「
パ
イ
プ
た
ば
こ
」
を
「
葉
巻
た
ば
こ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
葉
巻
た
ば
こ
」
を
「
パ
イ
プ
た
ば
こ
」
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